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◆
は
じ
め
に

　
三
浦
小
学
校
で
は
、
学
校
教

育
目
標
を
「
い
つ
も
　
笑
顔
で

元
気
で
す
」
と
し
、
め
ざ
す
児

童
像
を
「
進
ん
で
学
ぶ
子
・
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
・
地
域

が
大
好
き
な
子
」
と
し
て
、
全

校
４４
名
の
児
童
と
１３
名
の
教
職

員
で
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
認
定
を
受

け
た
４
年
目
、
ま
た
、「
高
知
県

版
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
」

の
指
定
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
三
浦
小
学
校
は
地

域
と
の
つ
な
が
り
の
強
い
学
校

で
す
。
そ
の
強
み
を
生
か
し
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

の
力
で
、「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
※
１
）
、
ふ

る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
へ

の
取
組
を
通
し
て
「
め
ざ
す
児

童
像
」
を
実
現
す
る
た
め
の
授

業
づ
く
り
を
豊
か
に
展
開
で
き

る
学
校
を
作
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
教
育

活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
学
力
向
上

①
授
業
改
善

　
学
び
合
え
る
学
級
を
作
る
た

め
、
共
感
的
な
人
間
関
係
を
授

業
を
通
し
て
育
み
ま
す
。

　
学
ぶ
意
欲
を
感
じ
、
思
考
を

深
め
、
伝
え
合
う
場
面
の
あ
る

授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
読
む
こ
と
の
充
実

　
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
読
む
こ

と
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。（
Ｎ

Ｉ
Ｅ
（
※
２
）
へ
の
取
組
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
※
３
）
の
効
果
的
な
活
用
、

朝
読
書
、
百
人
一
首
大
会
・
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

③
基
礎
学
力
の
定
着

　
組
織
的
な
加
力
学
習
の
工
夫
、

学
力
検
査
の
活
用
、
家
庭
学
習

の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
忘
れ
た
頃
に
繰
り
返
す
」
を

徹
底
し
ま
す
。
４
月
に
行
わ
れ

た
標
準
学
力
調
査
の
結
果
で
は

（
ま
だ
正
式
な
結
果
は
届
い
て

い
な
い
の
で
自
校
採
点
）
、
ほ
ぼ

全
国
平
均
と
同
等
か
そ
れ
以
上

の
結
果
で
し
た
が
、
弱
い
部
分

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
を
受
け
、

今
年
度
も
ご
家
庭
の
協
力
の
も

と
に
「
家
庭
学
習
の
徹
底
」
、「
読

む
こ
と
の
徹
底
」
、「
帯
タ
イ
ム
・

放
課
後
加
力
の
充
実
」
を
「
話
の

聞
き
方
・
真
面
目
な
作
業
・
挨

拶
・
時
間
を
守
る
（
は
ま
あ
じ
）

取
組
」
、「
安
心
し
て
学
べ
る
学

級
作
り
」
の
上
に
徹
底
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
絆
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り

①
心
の
教
育
の
充
実

　
あ
い
さ
つ
運
動
、
が
ん
ば
っ

た
朝
会
、
縦
割
り
班
活
動
（
作

業
を
大
切
に
す
る
）
、
児
童
会

を
中
心
と
し
た
活
動（
集
会
活
動
・

み
ん
な
で
遊
ぶ
日
）
な
ど
、
全

校
の
心
の
つ
な
が
り
や
上
級
生

の
活
躍
す
る
場
面
を
意
識
的
に

つ
く
り
、
全
校
の
絆
づ
く
り
や

上
級
生
を
育
て
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

②
豊
か
な
体
験
活
動
と
交
流
活

動
の
推
進
に
よ
る
人
づ
く
り

　
地
域
の
人
、
も
の
、
こ
と
、「
産

業
・
文
化
」
の
活
用
に
よ
り
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
、
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
進
め
、
地
域
を
誇
り
に

思
い
地
域
が
大
好
き
な
児
童
の

育
成
や
、「
生
き
る
力
」
を
体
感

す
る
場
と
し
て
の
体
験
学
習
と

し
て
「
生
華
園
と
の
交
流
（
稲
つ

く
り
・
夏
祭
り
・
餅
つ
き
）」
、「
防

災
参
観
日
」
、「
三
世
代
交
流
」
、

「
１１
月
・
み
う
ら
学
び
の
月
」
の

取
組
（
家
庭
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、

家
読
の
日
）
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
力
で
、「
三

浦
な
ら
で
は
」
の
活
動
を
計
画
し
、

実
践
し
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
・
安
全
・
体
力
づ
く
り

　
基
本
的
に
徒
歩
通
学
、
朝
運

動
、
外
遊
び
の
奨
励
、
基
本
的

生
活
習
慣
の
確
立
、
防
災
教
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
雨
の
日
も
風
の
日
も

徒
歩
通
学
し
、
参
観
日
に
も
保

護
者
の
帰
り
を
待
つ
こ
と
な
く
、

徒
歩
で
帰
り
ま
す
。
２
時
間
目

と
３
時
間
目
の
間
の
休
み
時
間

に
は
元
気
に
外
で
遊
び
、
昼
休

み
に
は
み
ん
な
で
遊
ぶ
日
も
計

画
さ
れ
ま
す
。

　
防
災
教
育
に
関
し
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
場
面
を
想
定
し
、
年

間
１０
回
以
上
の
避
難
訓
練
を
行

い
、
生
き
た
防
災
教
育
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
今
年
度
も
、
１０

月
に
防
災
参
観
日
と
し
て
、
地

域
と
と
も
に
防
災
食
の
体
験
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
随
時
更
新

中
で
す
。

（
※
１
）
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

の
担
い
手
（
人
材
）
を
育

成
す
る
た
め
の
教
育

（
※
２
）
学
校
な
ど
で
新
聞
を
教
材

と
し
て
活
用
す
る
こ
と

（
※
３
）
通
信
技
術
を
活
用
を
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

りよだ校学

百人一首大会

生華園と交流（田植え）

遠足での避難訓練

校
長
　
布
　
正
人

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の

力
で
「
三
浦
小
な
ら
で
は
」
の

教
育
を
つ
く
る
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
ふ
る

さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
挑
戦
）」

三
浦
小
学
校
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◆
は
じ
め
に

　
今
年
度
は

１６
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
全
校
生
徒

５１
名
、
４
学

級
（
通
常
学
級
３
、
特
別
支
援

学
級
１
）
、
教
職
員

１５
名
で
教

育
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
「
人
間
を
大
事
に
」

を
学
校
教
育
目
標
と
し
て
、
人

権
・
同
和
教
育
を
基
本
に
据
え
、

い
じ
め
や
差
別
を
許
さ
な
い
、

人
と
し
て
の
生
き
方
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
日
々
の
授
業
や
部

活
動
、
さ
ら
に
生
徒
会
活
動
や

学
校
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

◆
本
年
度
の
重
点
的
取
組

　
今
後
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
い
っ
た
社
会
的
変
化
が

予
測
さ
れ
て
い
る
新
し
い
時
代

に
向
け
て
、
未
知
の
問
題
に
直

面
し
た
と
き
、
既
習
の
知
識
を

も
と
に
、
仲
間
と
協
力
し
て
主

体
的
に
解
決
し
た
り
、
新
た
な

解
決
策
を
創
造
す
る
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
「
知

識
の
量
」
か
ら
「
知
識
の
質
」
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
昨
年
度
は
「
志
・
育
成
型
学

校
活
性
化
事
業
（
夢
プ
ロ
）
」
の

指
定
を
受
け
、
生
徒
の
自
尊
感

情
・
自
己
肯
定
感
・
自
己
有
用

感
・
社
会
性
を
育
む
取
組
を
、

特
別
活
動
の
時
間
を
中
心
に
推

進
し
、
生
徒
主
体
の
授
業
作
り

や
学
校
行
事
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、「
中
学
校
組
織
力

向
上
の
た
め
の
実
践
研
究
事
業

（
教
科
間
連
携
）
」
の
拠
点
校
と

し
て
、
教
員
同
士
が
学
び
合
い
、

授
業
力
向
上
を
図
る
取
組
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
に

よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒

が
「
よ
り

よ
く
生
き

る
」
た
め

の
意
欲
づ

く
り
や
学

力
向
上
を

め
ざ
し
て

い
ま
す
。

◆
基
礎
学
力
の
定
着
と
充
実

　
本
校
で
は
、
校
内
研
究
テ
ー

マ
を
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
あ
る
授
業
づ
く
り
〜

教
科
間
連
携
を
柱
と
し
た
組
織

的
な
授
業
改
善
〜
」
と
し
て
学

力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
年
１
月
に
実
施
し
た
高
知

県
学
力
定
着
状
況
調
査
の
結
果

で
は
、
現
２
年
生
は
、
県
平
均

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ず
、
特

に
国
語
・
社
会
に
課
題
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
現
３
年
生
は
、国
語
・

社
会
・
数
学
で
県
平
均
を
上
回

り
ま
し
た
が
、
理
科
と
英
語
で

県
平
均
を
や
や
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
学
年
や
教
科
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
基

礎
学
力
の
定
着
を
図
り
、
学
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
「
教
科

間
連
携
」
の
指
定
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
が
で
き
る
授
業
づ

く
り
を
通
し
、
誰
も
が
「
わ
か
る
、

で
き
る
」
授
業
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

◆
防
災
教
育

　
２
年
前
か
ら
、
生
徒
会
活
動

の
一
環
と
し
て
「
防
災
委
員
会
」

を
設
置
し
、
地
域
の
屋
内
避
難

訓
練
や
保
護
者
・
小
学
校
と
の

合
同
避
難
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
に
関
す
る
取
組
を
生

徒
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
昨

年
度
は
そ

の
取
組
が

評
価
さ
れ

「
防
災
功

労
者
内
閣

総
理
大
臣

表
彰
」
を

受
賞
し
ま

し
た
。
今
年
は
さ
ら
に
そ
の
取

組
を
充
実
さ
せ
、
地
域
の
要
配

慮
者
宅
へ
の
訪
問
も
行
い
ま
し

た
。
防
災
へ
の
意
識
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
な
か
で
、
中
学

生
が
一
緒
に
な
っ
て
で
き
る
こ

と
を
提
案
し
て
み
た
り
、
家
具

の
固
定
や
過
去
の
災
害
の
体
験

談
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
防
災
の
取

組
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
地

域
の
人
の
思
い
に
触
れ
、
頼
ら

れ
て
い
る
自
分
に
気
付
く
き
っ

か
け
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
故
郷
を
愛
し
、
故
郷
に
誇
り

を
持
て
る
生
徒
に
育
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
今
年
も
夏
休
み
当

初
に
「
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
」
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
コ
ン
サ
ー

ト
や
人
権
講
演
会
、
教
職
員
の

趣
味
や
経
験
し
て
き
た
話
な
ど

を
通
し
て
、「
学
ぶ
意
欲
、
学
ぶ

動
機
」
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
昨
年
度

は
、
黒
潮

町
の
協
力

を
得
て
、

カ
ツ
オ
の

た
た
き
づ

く
り
習
得

に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

練
習
を
重
ね
る
ご
と
に
包
丁
さ

ば
き
も
上
達
し
、
６
名
の
カ
ツ

オ
マ
イ
ス
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し

た
。

１０
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
生
徒
が
訪
問
し
た
と
き
に

は
、
先
生
役
と
し
て
大
役
を
果

た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
佐
中
祭

　
平
成

１３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
佐
中
祭
」
も
、
今
年
で

１９

回
目
と
な
り
、
す
っ
か
り
地
域

の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
き

ず
な
〜
み
ん
な
で
き
ず
こ
う
笑

顔
の
輪
〜
」

で
す
。
生

徒
同
士
や

地
域
と
の

「
き
ず
な
」

を
深
め
る

こ
と
や「
新

し
い
笑
顔

を
築
く
」

と
と
も
に
「
す
で
に
あ
る
笑
顔

に
気
づ
い
て
い
こ
う
」
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
３
年
生
を
中
心
に
、

ス
テ
ー
ジ
部
門
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
各
店
舗
で
は
全
校
生
徒
が

縦
割
り
班
で
運
営
を
す
る
な
ど
、

地
域
の
人
に
も
大
変
喜
ば
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
「
佐
中
祭
」

と
な
り
ま
し
た
。

りよだ校学

校
長
　
宮
闢
　
宏
治

「
人
間
を
大
事
に
」
〜
自
他
と
も
に

大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
〜

佐
賀
中
学
校


